
長野市民病院

１．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする
　　医療を提供します
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、
　　円滑な連携を図ります

長野市民病院
の理念

長野市民病院広報誌

あした元気になあれ　2007.4.15

第24号
平成19年４月15日

平成19年4月1日㈰、長野県初のホスピタルローソンとなる「ローソン長野市民病院店」がオープンしました!
営業時間　7：30〜22：00（年中無休）

就
任
の
ご
挨
拶

病
院
長　
　

竹
前
紀
樹

　

こ
の
４
月
か
ら
長
田
敦
夫
名
誉
院
長
の
後
任
を
務
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
竹
前
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

長
野
市
民
病
院
は
今
年
で
開
院
13
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
、
長
野
市
当
局
、
長
野
市
医
師
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
各
種
市
民
団
体
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
と
職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
、
各
方
面
か
ら
良
い

病
院
と
の
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

財
団
法
人
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る
病
院
機
能
評

価
の
認
定
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
の
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
急
性
期
病
院
と
し
て
一
定
の
評
価
を
得
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
今
後
と
も
、
十
分
な
説
明
と
同
意
、
医
療
情

報
開
示
、
個
人
情
報
の
保
護
、
安
全
対
策
等
に
配
慮
し
た

患
者
様
本
位
の
医
療
を
実
践
し
、
が
ん
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
習
慣
病
や
そ
の
他
の
疾
患
に
対
す
る
高
度
専
門
医

療
、
高
齢
者
医
療
、
救
急
医
療
、
健
診
事
業
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
病
診
連
携
、
公
衆
衛
生
活
動
等
、

地
域
に
開
か
れ
た
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
長
野
市
医
師
会
の
ご
協
力
の
も
と
平
成

20
年
４
月
を
め
ど
に
、
24
時
間
救
急
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や

１
０
０
床
増
床
等
を
目
的
と
し
た
増
改
築
事
業
の
完
成
、

長
野
市
急
病
セ
ン
タ
ー
の
機
能
移
転
の
受
け
入
れ
な
ど
、

医
師
や
看
護
師
等
の
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

今
ま
で
以
上
の
救
急
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
病
院
の
設
立
趣
旨
、
病
院
の
理
念
、
患

者
様
の
権
利
な
ど
を
踏
ま
え
、
人
間
味
溢
れ
る
温
か
い
病

院
、
魅
力
あ
る
病
院
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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4
月
1
日
に
南
棟
1
階
と
中

央
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

南
棟
1
階
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
内
視
鏡
・

超
音
波
セ
ン
タ
ー
、
健
診
セ
ン

タ
ー
が
、
中
央
棟
に
は
第
2

外
来
と
し
て
婦
人
科
、
呼
吸
器

外
科
、
神
経
内
科
、
女
性
専
門

外
来
、
膠
原
病
外
来
と
外
来
化

学
療
法
セ
ン
タ
ー
、
Ｍ
Ｅ
セ
ン

タ
ー
、
看
護
実
習
室
な
ど
が
移

転
し
ま
し
た
。
新
棟
の
特
長
は

各
室
の
部
屋
面
積
が
広
く
、
検

査
機
器
等
も
最
新
鋭
の
装
置
を

導
入
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
院
内
で
の
生
活
を
よ
り
快

適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
ロ
ー
ソ
ン
長
野
市
民
病

院
店
」
も
開
店
し
患
者
様
や
職

員
か
ら
大
変
好
評
で
す
。

　

今
後
は
、
平
成
20
年
4
月

の
救
急
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け

て
、
救
急

外
来
の
拡

充
や
、
救

急
・
重
症

病
棟
の
設

置
等
の
改

修
を
行
っ

て
ま
い
り

ま
す
。

新南棟1階・新中央棟がオープンしました!

南棟1階鍵引き渡し式

◀
南
棟
１
階
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

ホスピタルモール

▼第2外来待合い

第2外来診察室 ▲リハビリテーションセンター

▼健診センター

外来化学療法センター▲看護実習室

◀
内
視
鏡
検
査
室

▲内視鏡・超音波センター
　待合い

▲中庭
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　このたび、長野市民病院において病院祭を開
催いたします。多数の皆様のご来場をお待ちい
たしております！！

　○期　日　　平成19年6月2日㈯
　　　　　　　10：00～ 15：00

　○場　所　　長野市民病院内

　○催　し　　講演会、各種相談、検査・測
定（メタボリックチェック）、
模擬店、体験コーナー等を予
定。新棟もご覧いただけます。

長野市民病院

病院祭開催のご案内

問長野市民病院　企画財務課　蘂026-295-1199

　

長
野
市
民
病
院
は
、
平
成
19
年
1
月
31

日
付
で
厚
生
労
働
省
か
ら「
地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」と
は
、
平
成

16
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
第
3
次
対
が
ん

10
ヵ
年
総
合
戦
略
」に
盛
り
込
ま
れ
た「
が

ん
医
療
の
均
て
ん
化
」（
全
国
ど
こ
で
も
最

適
な
が
ん
医
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
）を

実
現
す
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
が
平
成

18
年
2
月
に「
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

の
整
備
に
関
す
る
指
針
」を
策
定
し
、「
地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」に
つ
い
て

は
2
次
医
療
圏
に
1
ヶ
所
程
度
、「
都
道
府

県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
に
概
ね
1
ヶ
所
整
備
を
予

定
し
て
い
る
も
の
で
す
。1
月
現
在
で
は
、

全
国
で
２
８
６
施
設
、
長
野
県
内
で
は
、

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
佐
久
総
合

病
院
、
諏
訪
赤
十
字
病
院
、
飯
田
市
立
病

院
、
長
野
赤
十
字
病
院
、
長
野
市
民
病
院

の
6
病
院
が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」に

　
　
　
　
　

指
定
さ
れ
ま
し
た
!!

　

当
院
で
は
、
開
院
以
来
、
三
大
生
活
習

慣
病
を
主
体
と
す
る
急
性
期
高
度
医
療
を

提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け

五
大
が
ん（
肺
が
ん
、胃
が
ん
、肝
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
）
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
悪
性
腫
瘍
に
対
し
て
は
、
手
術
、

内
視
鏡
手
術
に
代
表
さ
れ
る
低
侵
襲
治
療

（
体
に
負
担
の
少
な
い
治
療
）、
放
射
線
治

療
、
抗
が
ん
剤
に
よ
る
化
学
療
法
、
緩
和

ケ
ア
等
の
集
学
的
治
療
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ち
な
み
に
前
立
腺
が
ん
の
小
線

源
治
療
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も
有
数

の
症
例
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
連
携
室
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
が
ん
の
医
療
に
か
か
わ
る
様
々
な

質
問
や
相
談
に
無
料
で
お
答
え
し
て
い
る

ほ
か
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
の
予

約
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
緩
和
ケ
ア
支
援
室
」
に
お

い
て
も
、
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
認
定
看
護
師

が
、
が
ん
治
療
の
早
い
段
階
か
ら
、
が
ん

の
痛
み
や
精
神
的
な
ケ
ア
に
つ
い
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
今
回
の
指
定
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
の
が
ん
医
療
に
お
け
る
中
核
病

院
と
し
て
の
一
層
の
機
能
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　長野市民病院では、看護週間にちなんで下記のと
おりイベントを開催いたします。皆様お気軽にご参
加ください！！

　開催期間：平成19年5月7日㈪〜5月11日㈮

＜午前の部＞（期間中毎日9：00〜11：30）
　　場所：新南棟1階ホスピタルモールにて
　　内容：看護に関する相談
　　　　　各種測定（体重測定、体脂肪測定、
　　　　　　　　　　動脈硬化測定、腹囲測定）
＜午後の部＞（月・水・金曜日の13：30〜15：00）
　　場所：市民健康ホールにて
　　内容：当院看護師による下記内容の実演･実技
　　　　　5／ 7㈪　ＡＥＤ（自動体外式徐細動器）
　　　　　5／ 9㈬　家庭介護に役立つ技術
　　　　　5／11㈮　長生き呼吸体操

看護週間

イベントのご案内

問長野市民病院　看護部　蘂026-295-1199
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去
る
３
月
10
日
㈯
、若
里
市
民
文
化
ホ
ー

ル
に
て
、
第
３
回
長
野
市
民
病
院
市
民
健

康
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
19
年
１
月
に
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
た
記
念
と

し
て
、
が
ん
の
予
防
・
治
療
に
関
す
る
講

演
会
を
中
心
と
し
た
内
容
で
し
た
。
当
日

は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
２
５
４
名
の
方

に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
講
演
会
３
部
及

び
健
康
相

談
、
ミ
ニ

健
康
チ
ェ

ッ
ク
（
血

圧
・
体
脂

肪
・
血
糖

・
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー

ル
値
の

測
定
）、

実
技
指

導
「
長
生

き
す
る
た

め
の
呼
吸

体
操
」
を

行
い
ま
し

た
。

　

健
康
相
談
で
は
、
39
名
の
方
が
相
談
を

受
け
ら
れ
、
ミ
ニ
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、

各
々
１
４
０
名
前
後
の
方
が
測
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
長
生
き
す
る
た
め
の
呼

吸
体
操
」
で
は
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る

50
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
午
後
２
時
か
ら
、
院
内
講

師
２
名
、
外
部
講
師
１
名
に
よ
る
３
部
構

成
で
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、「
肺
が
ん
の
診
断
と
治

療
戦
略
」
と
題
し
て
、
当
院
呼
吸
器
科
統

轄
科
長
兼
内
科
統
轄
科
長
の
平
井
一
也
医

師
の
講
演
が
あ
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
肺
が
ん
の
診
断
方
法
、
病
期
別
に
ど
の

よ
う
に
治
療
戦
略
を
立
て
る
か
、
呼
吸
器

外
科
や
放
射
線
科
の
医
師
、
看
護
師
、
技

師
な
ど
で
協
力
す
る
チ
ー
ム
医
療
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
肺
が
ん
の
外
科
治
療
」

と
題
し
て
、
当
院
呼
吸
器
外
科
統
轄
科
長

の
西
村
秀
紀
医
師
の
講
演
が
あ
り
、
主
な

手
術
法
や
肺
が
ん
手
術
の
実
際
の
様
子
を

ビ
デ
オ
映
像
を
交
え
な
が
ら
、
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、術
後
の
経
過
や
問
題
点
、

喫
煙
が
手
術
に
及
ぼ
す
悪
影
響
に
つ
い
て

も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
部
で
は
、「
が
ん
の
予
防 

が
ん
に

な
り
や
す
い

人
な
り
に
く

い
人
」
と
題

し
て
、
国
立

が
ん
セ
ン
タ

ー
予
防
研
究

部
長
津
金
昌

一
郎
先
生
の

講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

が
ん
は
基
本
的
に
遺
伝
で
は
な
く
、
た
ば

こ
や
飲
酒
、
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
に
関

わ
る
も
の
で
あ
り
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

よ
っ
て
が
ん
予
防
が
可
能
で
あ
る
と
い
う

こ
と
、
日
本
人
に
推
奨
で
き
る
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
が
ん
予
防
法
な
ど
を
具
体
的

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
回
の
講
演
内
容
に

つ
い
て
多
数
の
ご
要
望
を
戴
き
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
市
民
健
康
講
座
を
継
続
し
、

地
域
の
皆
様
へ
保
健
医
療
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

第
３
回 

長
野
市
民
病
院  

市
民
健
康
講
座

〜
若
里
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
〜

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
指
定
記
念

▲健康相談コーナー ▲体脂肪測定 ▲実技指導「長生きするための呼吸体操」

津金先生

平井先生西村先生

パネル展示

血圧・総コレステロール測定
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知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識
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コ
ウ
ゲ
ン
ビ
ョ
ウ
と
い
う
と
皆
さ
ん
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？

高
原
病
？
高
い
山
に
登
る
と
お
き
る
の
？

そ
れ
は
高
山
病
で
す
。
膠
原
病
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
が
怖
い
病
気
？
と
思
わ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
30

年
位
前
は
確
か
に
予
後
の
悪
い
病
気
で
し

た
。
し
か

し
、
そ
の

後
治
療
方

法
が
検
討

さ
れ
、
ほ

と
ん
ど
日
常
生
活
に
支
障
な
く
生
活
さ
れ

て
い
る
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

膠
原
病
と
は
、
自
己
免
疫
疾
患
と
い
わ

れ
る
病
気
で
す
。
本
来
は
自
分
の
身
体
を

感
染
な
ど
か
ら
ま
も
る
た
め
の
免
疫
が
、

自
分
（
自
己
）
に
向
か
っ
て
働
い
て
し
ま

う
こ
と
で
起
き
て
い
ま
す
。
初
発
症
状
に

関
節
の
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
が
多
い
た

め
、リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

膠
原
病
は
、
検
査
所
見
や
症
状
か
ら
全

身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
関
節
リ
ウ
マ

チ
、
強
皮
症
、
皮
膚
筋
炎
、
多
発
筋
炎
、

結
節
性
多
発
動
脈
炎
に
分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
膠
原
病
類
似
疾
患
と
し
て

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
や
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症

候
群
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

初
発
症
状
は
、
皮
膚
の
紅
斑
、
関
節

炎
、
発
熱
、
指
先
の
色
が
変
わ
る
レ
イ

ノ
ー
現
象
な
ど
で
す
。
診
断
に
は
、
血

液
検
査
で
抗
核
抗
体
や
様
々
な
自
己
抗

体
を
測
定
し
た
り
、
臓
器
病
変
の
程
度

を
診
断
す
る
た
め
皮
膚
や
腎
臓
の
組
織

を
と
っ
て
調
べ
た
り
し
ま
す
。

　

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
は
、
若

い
女
性
に
多
く
、
顔
面
の
蝶
形
紅
斑
が

特
徴
的
で
腎
臓
、
神
経
、
血
液
な
ど
に

変
化
を
き
た
し
ま
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ

は
、
関
節
を
中
心
と
し
た
炎
症
、
強
皮

症
は
、
手
指
の
レ
イ
ノ
ー
現
象
や
皮
膚

が
硬
く
な

る
症
状
が

で
ま
す
。

多
発
性
筋

炎
は
筋
肉

の
炎
症
、
皮
膚
筋
炎
は
眼
瞼
の
紅
斑
等

の
皮
膚
症
状
が
特
徴
で
す
。
結
節
性
多

発
動
脈
炎
は
、
全
身
の
血
管
に
炎
症
を

起
こ
す
病
気
で
す
。

　

治
療
は
、
軽
症
の
場
合
は
、
消
炎
鎮

痛
剤
な
ど
で
経
過
を
見
ま
す
。
中
等
症

か
ら
重
症
に
な
る
と
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル

モ
ン
や
免
疫
抑
制
剤
を
使
っ
て
病
気
の

活
動
性
を
抑
え
ま
す
。
若
い
女
性
に
多

い
病
気
で
す
が
、
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ

ン
を
状
態
に
合
わ
せ
て
増
減
す
る
こ
と

で
、
妊
娠
出
産
も
可
能
で
す
。

内
科
医
師
　

池
田
　

三
知
代

「
膠
原
病
に
つ
い
て
」

　

平
成
19
年
３
月
23
日
㈮
、
東
京
・
日
本

医
療
文
化
化
研
究
会
か
ら
茨
（
い
ば
ら
）

常
則
先
生
を
お
招
き
し
て
、「
自
治
体
病

院
の
今
後
」
と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
診
療
報
酬
の
切
り
下
げ
、
医

師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
難
な
ど
、
自
治
体
病
院
を
取
り
巻
く
環

境
が
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
の
下
で
、

と
に
か
く
医
師
を
採
用
し
な
け
れ
ば
病
院

は
生
き
残
れ
な
い
等
の
貴
重
な
ご
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
近
隣
の
自
治
体
病
院
か
ら
も
管

理
者
の
皆
様
等
多
数
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
経
営
に
対
す
る
真

摯
な
姿
勢
が
伺
え
ま
し
た
。
日
頃
経
営
に

つ
い
て
研
修
す
る
機
会
の
少
な
い
当
院
職

員
も
約
90
名
が
聴
講
し
、
熱
心
に
講
義
を

聴
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

去
る
3
月
15
日
㈭
、
全
職
員
を
対
象

に
医
療
事
故
予
防
対
策
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
研
修
に
は
各
職
種
の
職
員
71
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

年
度
末
の
ま
と
め
と
し
て
例
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
が
、今
回
は
特
に
各
部
門

に
お
け
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

報
告
）の
分
析
と
対
策
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

診
療
部
、
診
療
技
術
部
、
薬
剤
部
の
各
部

の
部
長
を
講
師
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
宗
像
診
療
部
長
か
ら
は
、
最
近

の
医
療
紛
争
の
傾
向
、
手
術
時
や
カ
ル
テ

記
載
時
の
注
意
事
項
等
、
主
に
医
師
の
視

点
か
ら
医
療
の
安
全
性
を
い
か
に
確
保
す

る
か
に
関
す
る
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
医
療
安
全
管
理
室
の
五
十
嵐
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
、
病
院
全
体
の
イ
ン

シ
デ
ン
ト
の
分
析
や
こ
れ
ま
で
の
取
組
状

況
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
講
義
が
あ

り
ま
し
た
。

　

長
野
市
民
病

院
で
は
、
今
後

も
定
期
的
に
研

修
を
行
い
、
よ

り
安
全
な
医
療

の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま

す
。

「
自
治
体
病
院
経
営
」
研
修
の
様
子

医
療
事
故
予
防
対
策
研
修
の
様
子
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登
録
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
平
成
15
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
市
民
病
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
病
院
か
ら
地
域
の
診
療
所
に
逆
紹

介
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
医
の
一
覧
が
玄
関
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
こ

の
欄
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
医
の
医
師
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　院長の太田先生は、長野市内のご出身で、
聖マリアンナ医科大学をご卒業後、同医局に
入局され、北海道・静岡・長野など全国の
病院や診療所で勤務されました。また、外務
省の仕事で、中南米 5 カ国で健康診断をして
周った経験もあるそうで、その時の非常にお
もしろい体験談をいくつもお持ちでした。
　その後、昭和 62 年に長野市に戻り、お父
様の医院を受け継がれました。以来、奥様の尚枝
先生と共に医師 2 人体制で診療をされており、平成
18 年 4 月に現在地に移転されました。
　先生の専門は糖尿病で、移転した医院では生活習
慣病に対する医療を充実させるため、2 階の一般診
療の他に 1・3 階に栄養管理・運動をする施設が設
けてあり、カロリー計算されたメニューを食べたり
調理したりと、実際に体験・実感することができるようになっています。
　医師の仕事は謎解きの要素があり、先生は病気を見落とさずに診断すること
に非常にやりがいを感じているそうです。そして、手遅れにならずに適切な診
断・対処ができたときは、医師として非常に喜びを感じるそうです。
　先生は、車のレース・ボウリング・狩猟など幅広いご趣味をお持ちで、その
どれをも非常に楽しんでいるご様子でした。中でも狩猟は、奥様とフランスに
行った際に食べた野ウサギの味に感動して始めたそうですが、様々な方法によ
る狩りと大自然を満喫して、リフレッシュしているそうです。

入
院
患
者
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
Ｃ

Ｄ
等
の
音
が
気
に
な
り
眠
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
夜
中
、
早
朝
で
も
イ
ヤ
ホ
ン

無
し
で
使
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
入
院
時

に
ラ
ジ
カ
セ
等
の
禁
止
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
入
院
患
者
）

▪
回
答　

ご
意
見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
は
ご
遠

慮
な
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
お
互
い
に

良
い
環
境
で
過
ご
せ
る
よ
う
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
入
院
時
の
案
内
に
も
注

意
を
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
結
果
が
、
数
値

表
示
だ
け
で
は
経
過
が
わ
か
り
に

く
い
の
で
、
グ
ラ
フ
表
示
等
で
基
準
値
に

対
し
て
ど
う
な
の
か
な
ど
、
記
録
を
わ
か

り
や
す
く
し
て
く
だ
さ
い
。（
人
間
ド
ッ

ク
受
診
者
）

▪
回
答　

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
利
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
要
望
の
検
査
数
値

　

市
民
病
院
で
は
、
開
院

以
来
、
外
来
・
入
院
の
患

者
さ
ま
、
お
見
舞
い
等
の

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意

見
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

毎
月
、
貴
重
な
意
見
を

集
約
し
て
職
員
に
回
覧
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改

善
、
検
討
を
加
え
て
お
り

ま
す
。
最
近
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
も
の
の
中
か
ら
選

みなさまの声みなさまの声みなさまの声

グ
ラ
フ
表
示
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
19

年
度
よ
り
健
診
シ
ス
テ
ム
が
更
新
さ
れ
ま

す
の
で
、
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
も
の

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

玄
関
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
波
を
打
っ
て
段

差
が
で
き
て
い
る
（
以
前
は
平
ら

だ
っ
た
）。
目
が
不
自
由
な
の
で
小
さ
な

段
差
が
わ
か
ら
ず
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
来
患
者
）

▪
回
答　

ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
波
う
ち
に
つ
き
ま
し
て

は
下
記
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⒈
歩
道
へ
の
駐
車
車
両
の
乗
り
上
げ

⒉
増
改
築
工
事
に
必
要
な
地
下
水
の
排
水

⒊
経
年
劣
化
に
よ
る
煉
瓦
ブ
ロ
ッ
ク
の
破

損
今
ま
で
も
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
緊
急
工

事
で
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は

今
回
の
増
改
築
工
事
で
全
般
的
に
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
危
険

箇
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン

を
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
迂
回
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

休
日
、
駐
車
場
に
駐
車
し
て
い
な
い

車
が
多
い
。
取
り
締
ま
ら
な
い
の

で
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
入
院
患
者
）

▪
回
答　

休
日
の
路
上
駐
車
対
応
と
し

て
、
警
備
員
に
よ
る
巡
回
時
に
警
告
ビ
ラ

を
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
等
に
貼
付
し
て
い
ま

す
。
頻
繁
な
巡
回
は
警
備
員
の
増
員
な
ど

費
用
面
で
の
限
界
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

見
舞
い
の
皆
様
方
に
は
、
路
上
駐
車
を
な

さ
ら
な
い
よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ん
で
紹
介
し
ま
す
。
今
後
と
も
叱
咤
激
励

を
お
願
い
し
ま
す
。
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去
る
３
月
24
日
㈯
に
、
平
成
18
年
度
は

づ
き
の
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
に
は
、
長
野
市
民
病
院
の
長
田
前
病
院

長
、
戸
井
田
前
事
務
部
長
、
吉
澤
看
護
部

長
に
来
賓
と
し
て
参
加
い
た
だ
き
、
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
18
年

度
の
事
業
報
告
、
19
年
度
の
活
動
計
画
等

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
役
員
改

選
の
年
で
あ
り
、
新
会
長
に
深
堀
敦
子
さ

ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
浅
川
会
長
は
じ

め
旧
役
員
の
皆
様
、
ほ
ん
と
う
に
御
苦
労

様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
新
南
棟
１
階
の
新
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

「
健
康
体
操　

パ
ー
ト
Ⅱ
」
と
題
し
、
理

学
療
法
士
鏑
木
武
先
生
に
よ
る
講
演
と
実

技
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
、
た
い
へ

ん
関
心
の
高
い
健
康
体
操
な
の
で
、
参
加

さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
は
、
と
て

も
楽
し
い
ひ
と
と
き
に
笑
顔
で
実
践
さ
れ

充
実
さ
れ
た
様
子
で
し
た
。

平
成
18
年
度
総
会
開
催
報
告

　健康増進法の施行により、近年、公
的施設におきましては敷地内の禁煙化
が進んでいます。
　当院におきましても、平成19年
４月1日より屋外喫煙所を廃止し、
病院敷地内は全て禁煙となりました。
　受動喫煙防止のため、皆様のご理解
とご協力をお願い申し上げます。

病院敷地内
全面禁煙の
お知らせ

貴重なご寄付をありがとうございました！！
　平成18年度に、市民の皆様や団体様からお寄せいただきましたご寄付を紹介いたします。
　たくさんのご寄付をいただき、誠にありがとうございました。ご寄付いただきました品物は、
大切に活用させていただきます。

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

は
づ
き
の
会
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医
師
人
事
異
動

外 来 診 療 担 当 日 一 覧
○印は初診担当です

長野市民病院
平成19年4月1日現在

外来診療担当表は、4月1日現在で作成されております。担当医師が変更
となっている場合もございますので、お問合せ下さい。

＊
退
職
・
３
月
31
日
付

　
　

病
院
長　
　
　
　

長
田　

敦
夫

　
　

泌
尿
器
科
科
長　

西
澤　

秀
治

	

（
県
立
こ
ど
も
病
院
へ
）

　
　

循
環
器
科
科
長　

花
岡　

健

	

（
花
岡
内
科
医
院
へ
）

　
　

泌
尿
器
科
医
長　

中
山　

剛

	

（
諏
訪
赤
十
字
病
院
へ
）

　
　

麻
酔
科
医
長　
　

柴
田　

純
平

	

（
信
州
大
学
医
学
部
へ
）

　
　

内
科
医
師　
　
　

児
玉　

亮

	

（
信
州
大
学
医
学
部
へ
）

　
　

循
環
器
科
医
師　

中
嶋　

博
幸

	

（
長
野
病
院
へ
）

　
＊
新
任
・
４
月
１
日
付

　
　

脳
神
経
外
科
科
長　

柿
澤　

幸
成

	

（
信
州
大
学
医
学
部
よ
り
）

　
　

循
環
器
科
科
長　

笠
井　

俊
夫

	

（
長
野
病
院
よ
り
）

　
　

内
科
科
長　
　
　

西
井　

裕

	

（
篠
ノ
井
総
合
病
院
よ
り
）

　
　

消
化
器
科
医
長　

武
藤　

英
知

	

（
信
州
大
学
医
学
部
よ
り
）

　
　

泌
尿
器
科
医
長　

中
沢　

昌
樹

	

（
伊
那
中
央
病
院
よ
り
）

　
　

麻
酔
科
医
師　
　

丸
山　

一
仁

	

（
県
立
こ
ど
も
病
院
よ
り
）

　
　

循
環
器
科
医
師　

阿
部　

直
之

	

（
松
代
総
合
病
院
よ
り
）

　
　

泌
尿
器
科
医
師　

上
野　

学

	

（
信
州
大
学
医
学
部
よ
り
）

　
　

消
化
器
科
医
師　

彦
坂　

吉
興

	

（
長
野
市
民
病
院
研
修
医
よ
り
）

予約専用電話
026-295-1149

（救護はいい予約）
平日午後1〜 4時
まで
※お間違えのない
よう、番号をよく
ご確認のうえおか
けください。

長野市民病院
蘂026-295-1199㈹

ホームページ　http://www.hospital.nagano.nagano.jp/


